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上川支部活動計画 

「今さら聞けない」 と 体育で困ったことがあった時、 

頼れる仲間を目指して！！ 

 

新研究主題  

達成感のある体育学習 

～ できる わかる 納得する 活動を通して ～  

 

主な活動予定 

 

 （１）「第５８回 学校体育研究大会 上川大会」 美瑛町・東神楽町での開催 

     １０月２８日（金） 小学校 2 本 中学校 2本の公開を予定中 

（２）体育コレクションを作成 

  これまでの実戦やこつを 

一つにまとめて、一冊の本へ 着手中  
 

（３）上学体からの発信と仲間の拡大に向けて 

  「第３回上川体育縁日」の開催に向けて模索中 

 

今年の柱 

① 上川新研究主題の具現化と北海道学校体育連盟の研究主題の具現化で 

上川の子どもたちの体力向上を目指します。 

② 自分たちのスキルの向上・発信。新たな仲間作りを目指して 

「教育大旭川校」「上川教育局」「上学体研」 

でダッグを組んで 具体的な活動を一つでも 

 

 



達成感のある体育授業 

～ できる わかる 納得する 活動を通して ～ 

を基にして 3 つの視点を設定し研究を進める。  

視点 1 できて達成感 が得られる教材の工夫  

視点 2 わかって達成感 を得られる学習過程  

視点 3 支え合い、わかり合い、つながることで達成感 を得られる評価の工夫  

研究構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～めざす子ども像～ 

できる わかる 納得する子 

【仮説３】 

「する・みる・支える・

知る」の視点で評価を設定

することで、自分のできた

ことを認めてもらったり、

できるようになるために支

えてもらったりすることで

満足感を得られるだろう。 

また、発見したことを伝

えたり、互いの考えを認め

合ったりする中でも満足感

を得られるだろう。  

＃気が付く・発見する 

＃伝え合う・認め合う 

＃関連付ける 

【仮説２】  

単元構成や一時間の授業

を行う上で、付けたい力を

明確にして、学習過程の工

夫を行うことで、子ども

は、より見通しをもって取

り組めたり、知識技能はも

とより、思考力・判断力・

表現力などに効果的な高ま

りが見えたりすることで、

達成感が得られるだろう。 

＃何をどのように 

＃何をどんな順番で 

＃何をどんな方法で 

【仮説１】  

課題解決型の学習を行う上で、

どのようなもので力を付けたいか

明確にして、教材の工夫を行うこ

とで、多くの子に課題が解決でき

るチャンスが増えたり、効果的に

技能が身についたり、できること

が増えたりすることで、達成感が

得られるだろう。 

＃何で 

＃何を使って 

＃どんなもので 

＃どんな場で 


